
、

1"+ ' '1ft 
可手ZZ

惣
戴
喜
代
春
さん
の
水
聞
か
ら

春
風
い
い

a
、F
マ
田
植
、
人
一
ば
十
示
}



ピリ力の石器がアメリ力ヘ
消
防
功
労

アーサー・M・サックラ一美術館
勲

(8 月 9 日 ~11 月 2 日まで)
安
達
一

圃」園・

ノ¥

前
今
金
町
消
防
団
第
二
分
団
長
安

達

一
夫
さ
ん
(
種
川
在
住
、
六
十
四

歳
)
に
消
防
に
対
す
る
ホ
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
五
月
十
四
日
、
東
京

に
お
い
て
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
.

安
逮
さ
ん
は
昭
和
二
十

一
年
五
月

に
消
防
団
に
入
っ
て
四
十
四
年
間
余
、

火
災
や
風
水
害
、
台
風
な
ど
の
災
害

時
の
ほ
か
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
に
率
先
出
動
し
、

つ
ね
に
第

一
線

に
た

っ
て
地
域
住
民
的
生
命
と
財
産

美
利
河

1
遺
跡

出
土
品
川
点

を

展

示

昨
年
六
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
美
利
河
l
遺
跡
的
出
土

品
の
う
ち
十
占
が
世
界
最
大
の
博
物

館
施
設
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
的

首
府
ワ
ン
ン
ト

ン
に
あ
る
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
研
究
所
の
ア

l
サ
l
・
M

サ

y

ク
ラ

l
美
術
館
に
展
示
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
人

々
に
日
本
文
化
の
特
色
と
歴
史
的
流

れ
を
考
古
遺
物
に
よ
り
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
文
化
庁
と
サ
y
ク
ラ
l

美
術
館
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
会
期
は
、
八
月
九
日

1

十

一
月
二
固
ま
で
で
す
。

「古
代
的
日
本
」
と
題
さ
れ
た
こ

の
展
覧
会
に
は
、
有
名
な
藤
ノ
木
古

墳
や
吉
野
ケ
里
遺
跡
の
出
土
品
も
出

品
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
日
本
を
代

表
す
る
考
古
遺
物
ば
か
り
で
す
.
美

利
河
1
遺
跡
の
石
器
も
日
本
町
旧
石

器
時
代
町
一
級
資
料
と
し
て
、
そ
の

価
値
が
内
外
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
@

世
界
的
舞
台
に
今
金
、
ピ
リ
カ
の

名
が
出
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で

す
。
こ
の
展
覧
会
が
日
米
の
文
化
交

流
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

重
要
文
化
財

美
利
河
1
遺
跡
と
は

英
利
河

1
遺
跡
は
ピ
リ
カ
ベ
ツ
川

左
岸
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
美
利
河

ダ
ム
建
設
工
事
に
伴
っ
て
‘

昭
和
五

十
八
年
と
五
十
九
年
に
発
掘
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し

た

• • 
夫
さ
ん
に

等

瑞

宝
車早

を
守
る
た
め
尽
力
し
て
き
た
の
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
年
が
若
い
の
に
受
章
で
き
た
の

で
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仲

間
の
団
貝
や
本
部
内
皆
さ
ん
の
指
導

の
お
か
げ
、
受
章
に
恥
な
い
生
き
方

を
し
て
い
き
た
い
.
」

と
忍
び
を
述

べ
、
機
動
力
の
な
か

っ
た
昔
を
な
つ

か
し
み
、
今
後
の
高
齢
化
に
よ
る
消

防
聞
の
維
持
な
ど
も
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
。

家
族
連
れ
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

春
は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
自
然

が
い

っ
ぱ
い
の
奥
美
利
河
温
泉
郷
。

小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
森

林
浴
と
野
趣
た
っ
ぷ
り
の
露
天
風
呂

を
ご
家
族
、
友
人
、
職
場
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

露
天
風
呂
町
品
質
は
単
純
混
成

(弱
ア
ル
カ
リ
性
低
限
性
温
泉
)
で

リ
ウ
マ
チ
性
疾
忠
、
運
動
器
障
害
‘

神
経
ま
棒
、
神
経
症
、
病
後
回
復
期
、

疲
労
回
復
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

野
外
広
場
や

食

堂

の

利
用
も
で
き
ま
す

動I~を手に喜びの安適一夫さん

バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
施
設
、
芝
生
の
野

外
広
場
な
ど
利
用
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
施
設
が
整

っ
て
い
ま
す
.

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
貸
し
コ

ン
ロ、

肉
も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
帰
り
の
方
の
た
め
に
、
ゆ

っ
く

り
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
室
(
十
位

二
間
)

と
昼
食
と
し
て
定
食
、

ラ
ー
メ

ン
、

そ
ば
、
カ
レ
ー
な
ど
も
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

アメリカで展示される①細石思②槍先形尖頭器など10点
おいでください奥美利河温泉

こ
の
制
査
に
よ

り
、
十

一
万
点
に

及
ぶ
多
訟
の

旧
石

器
時
代
の
石
器
類

が
出
土
し
、

一
万

数
千
年
前
も
の
大

昔
に
、
今
金
町
H
M

初
の
ヒ
ト
が
生
活

し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

美
利
河
1
遺
跡

が
全
国
的
に
盛
安

な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
に
は
い
く
つ
か

の
理
由
が
あ
り
ま

• 
す

〕2
 
〔

け
つ
が
A

ま
ず
、
一

』白…に
は
頁
岩
と
い
う
石

器
を
作
る
の
に
越
し
た
石
材
が
遺
跡

的
近
く
に
盟
岱
に
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
.
十
一
万
点
と
い
う
石
器
の
量

か
ら
も
そ
の
こ
と
は
う
な
づ
け
ま
す
.

も
う
一
つ
に
は
、
石
器
が
ロ

l
ム

層
(
粘
土
層
)
に
厚
く
お
お
わ
れ
、

当
時
的
生
活
の
様
子
が
復
元
で
き
る

く
ら
い
保
存
状
態
が
良
い
こ
と
で
す
@

さ
い
ぜ
暑
ヒ
え

ま
た
、
下
町
層
か
ら
は
、
細
石
刃
を

中
心
と
す
る
石
器
群
が
、
上
の
層
か

i
t
-
-

ら
は
、

給
先
形
尖
頭
器
を
中
心
と
す

る
石
器
群
が
出
土
し
、
道
具
の
移
り

変
わ
り
が
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
貴

重
な
こ
と
で
す
。

町
内
に
は
、
英
利
河
1
遺
跡
の
ほ

か
に
、
神
丘

2
遺
跡
な
ど
、
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
が
十
数
ケ
所
あ
り
、
ま

さ
に
、

旧
石
器
時
代
遺
跡
の
宝
庫
と

い
え
ま
す
.

美
利
河
1
遺
跡
は
幸
い
な
こ
と
に

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
中
深
〈
埋
も
れ

た
ま
ま
、
現
在
に
あ
り
ま
す
.
環
境

保
全
、
自
然
保
惑
が
叫
ば
れ
る
今
目
、

世
界
に
誇
る
べ
き
こ
の
遺
跡
を
、
保

存
し
、
そ
し
て
、
活
用
す
る
こ
と
は
、

現
代
に
生
き
る
私
達
の
責
務
で
あ
り

ま
す
し
、
生
活
の
潤
い
、
申
と
り
を

与
え
て
〈
れ
る
で
し
ょ
う
.

町
教
育

委
貝
会
で
は
、
現
定
、
遺
跡
の
保
存
、

整
備
を
計
画
中
で
す
。

• 5月 1日オープン

ご
利
用
料
金
は

。
宿
泊
料

(一

泊
二
食
付
)

・
大

人

凶

、

五

六
O
円

・
中
人
(六
t
士
高
)
四、

O
O
O阿

・
小
人
{六
品中市糊
)

三
、四
八

O
問

。
日
帰
り

(
入
浴

-
休
恕
料
含
む
)

・
大

人

三

O
O
円

・
中
人

一
五
O
円

宿
泊
の
申
し
込
み
は
、
ク
ア
プ
ラ

ザ
ピ
リ
カ

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮

3
1
7
1
1
1

〕3
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優
良
納
税
団
体
を
表
彰

今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議

平
成
四
年
皮
肉
納
税
貯
蓄
組
合
長

会
議
が
五
月
十
二
日
午
後
か
ら
町
民

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
附
似
さ
れ
ま
し

た。
そ
の
席
に
お
い
て
、
本
年
皮
肉
優

良
納
税
組
合
と
し
て
下
稲
穂、

神
丘

新
興
、
外
山
建
設
附
の
各
納
税
組
合

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
.

納
税
貯
蓄
組
合
は
、
町
税
及
び
道

税
な
ど
の
納
期
内
完
納
町
督
励
を
は

じ
め
口
座
振
替
の
奨
励
、
納
税
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
町
財

政
の
健
全
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い

ま
す
。
平
成
三
年
度
内
納
付
状
況
を
み
る

と
七
十
五
組
合
中
五
十

一
組
合
が
百

%
完
納
、

二
十
二
組
合
が
九
十
%
以

上
の
納
付
と
い
う
立
派
な
成
献
を
残

し
て
い
ま
す
。

会
椛
で
は
、

他
に
三
年
皮
肉
事
業

報
告、

決
算
の
承
認
、

四
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
の
決
定
を
し
て
閉
会

し
ま
し
た
@

都合が悪〈投票日当日、

でぎ1;t~Jときは?
投票日に、どうしても投票所に行って投票することができない人には、 正当な理由があれ

ば投票日前でも投票が認められています。このような投票の方法を不在者投票といいます。

(例えば出張の

-~~面苦言t~幸ヨ'J'I・高~~:Iと宅局凶::r.iilF.・

① 投票日当日、選挙人の属する投票区の区域外で職務に従事中であるとき

場合など)

② やむを得ない用務のため、他の市町村に旅行中又は滞在中であるとき

(e • 
(例えば新婚旅行

の場合など)

③ 投票日当日、出産、手術等により歩行困難であることが予想されるとき

などがあります。
町長から褒彰を受ける神丘新興納税組合

夢は白衣の天使
桧山北高生 1日看護体験

「宕
績
の
日
」
を
記
念
し
た

二

日
宕
護
休
験
」
が
五

月
十
三
日
、
町
立
国
保
病
院
に
お
い
て
行
わ
れ
、
将
来
看

彼
岨
聞
を
夢
見
る
桧
山
北
町
三
年
の
女
生
徒
四
名
が
参
加
し

，
者
捜
の
心
。
を
学
び
ま
し
た
。

同
病
院
初
め
て
の
行
事
で
、

体
験
学
習
を
通
し
て
看
誕

の
仕
事
の
重
要
性
的
理
解
と
国
保
病
院
の
役
舗
を
認
制
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

鈴
木
三
章
院
長
が

「
き
び
し
い
仕
事
で
は
あ
る
が
、
名

趨
婦
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ

い
。」

と
女
子
高
生

を
激
励
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、

一
日
者
扱
婦
と
な

っ
た
女
生
徒
は
、

同
病
院

看
護
婦
に
つ
い
て
施
設
見
学
、
病
棟
で
入
院
生
活
を
送
る

お
年
待
り
た
ち
ゃ
、
そ
こ
で
生
活
町
手
助
け
を
す
る
宥
箆

婦
向

一
日
を
体
験
し
、
看
護
的
苦
労
や
喜
び
を
学
び
取
っ

て
い
ま
し
た
。

町
議
の
森

に
植
樹

町
議
会
議
貝
(
十
八
名
)
全
貝
で

組
織
す
る
森
林
事
業
活
性
化
競
只
連

盟

(
渡
辺
二
郎
会
長
)
で
は
、
五
月

七
目、

美
利
何
ダ
ム
周
辺
で
植
樹
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

同
連
盟
は
町
内
の
林
業
、

林
産
業

の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も

に、

森
林
町
公
益
的
機
能
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
、
森
林

・
林
業
内
活
性

化
と
木
材
需
要
の
拡
大
に
取
り
組
む

-~..r~~三tF長ヨ~J置‘孟~"i正|街.

選挙期日の公示(告示)日から投票日前日まで、土曜日、日曜日にかかわらず毎日午前8

時30介~午後5時までできます。

※旅行先や滞在先で不在者投票する場合、投票固までにその選挙人が属する市町村の選挙管理委

員会にその不在者投票が到達しないと無効になりますから、不在者投票はお早めにお願いします。

くわしいことは今金町選挙管理委員会へ

こ
と
を
目
的
に
平
成
一
一年
に
発
足
し

た
も
の
で
す
。

今
金
営
林
署
峨
良
町
指
導
の
も
と

に
、
プ
ナ
五
十
三
本
と
レ
ン
ゲ
ソ

ツ
ジ
三
十
本

の
苗
木
を
ダ
ム
近
く

〕4
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に
借
り
た
一
か
の

1

今
金
町
議
会
議

貝
の
森
」
に

一
ー平
づ
っ
て
い
ね
い
に

植
え
ま
し
た
.
今
金
町
民
の
憩
い
の

森
と
し
て
苗
木
が
大
き
く
育

つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
.

一ューヲ
l
一ヲ
シ
ド

友
野
協
会
設
立

L・今金町
ペ
ガ
サ
ス
の
翼

一
今
金
町
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
友
好
協
会
設
立
会
識
が
五

月
六
日、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
似
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
・

教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
交
流

事
業
を
行

い
、
ペ
ガ
サ
ス
の
興
事
業

を
と
お
し
て
国
際
理
解
や
国
際
交
流

活
動
的
普
及
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
協
会
を
正
式
に
発

足
さ
せ
、
卒
業
計
画
、
予
算
を
決
的
、

役
只
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、

ペ
ガ
サ
ス
の
翼
団
円
H

の
ほ
か
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
高
校
生

受
け
入
れ
家
庭
と
な

っ
た
町
民
ら
多

数
が
出
席
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

高
校
生
の
総
合
文
化
祭
へ
の
作
品
展

示
、
協
会
機
関
紙

「ペ

ガ
サ
ス
」
発

行
な
ど
を
計
画
し
、
将
来
的
に
は
ニ

ュ
l
ジ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
ら
ず
国

際
理
解
に
闘
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

参
加
し
て
行
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

役
只
は
次
の
と
お
り
で
す
.

(
敬

称
略
)

マ
会
長
岡
本
優
マ
副
会
長
近
藤

弘
毅
、
河
村
附
雅
マ
理
事
村
上
雅

秩
、
久
保
田
幸
子
、
小
田
島
郡
志
、

ニaージーラン ド在野協会設立金融より

加
藤
宏
信
、
渡
辺
修
マ
事
務
局
長

上
聞
保
夫
マ
会
計

北
村
勝
範
守
政

事

吉
田
末
男
、
川
村
教
子
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木
彫
り
吠
熊
寄
贈

清
水
・
戸
田
共
同
企
業
体

シ
ナ
の
木

で
ほ
る

五
月
七
日
、
清
水
建
設
、
戸
田
建

設
の
代
表
者
が
役
場
を
訪
れ
、
木
彫

り
の
吠
熊
を
町
に
寄
贈
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
吠
熊
は
英
利
河
ダ
ム
の
湛
水

池
内
で
昔
か
ら
御
神
木
と
し
て
守
ら

れ
て
き
た
シ
ナ
の
木
で
彫
っ
た
も
の

で
、
英
利
河
自
治
会
で
は
極
力
生
か

し
て
ほ
し
い
と
の
意
向
で
し
た
が
、

老
木
の
た
め
何
か
の
形
で
残
そ
う
と

思
い
、
今
回
の
木
彫
り
の
熊
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

光
の
里
学
園
で

奉

仕

活

動

青
年
団
体
連
絡
協
議
会

今
金
町
背
年
団
体
連
絡
協
議
会

(
成
田
正
春
会
長
、
会
員
=
一十
六
名
)

で
は
、
毎
年
四
月
に
な
る
と
光
の
里

学
園
、
農
業
実
習
地
を
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
持
ち
寄
っ
て

耕
う
ん
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
四
月
二
十
八
日
、
六
名

の
会
員
が
こ
か
の
耕
地
を
午
後
五
時

i
九
時
ま
で
、
自
家
作
業
を
終
え
て

か
ら
作
業
灯
を
点
灯
し
て
の
奉
仕
作

業
で
し
た
.
こ
う
し
た
地
道
な
若
者

の
容
仕
活
動
に
感
樹
し
ま
す
。百?司

感
謝
状
贈
る

町
で
は
、
清
水
建
設
、

戸
田
建
設

そ
れ
ぞ
れ
に
、
美
利
河
小
の
運
動
会
、

町
民
運
動
会
、
冊
目
ま
つ
り
へ
の
参
加

な
ど
英
利
河
地
域
お
よ
び
町
に
密
着

し
た
企
業
活
動
に
た
い
す
る
お
礼
的

気
持
ち
を
込
め
て
感
謝
状
を
お
く
り

ま
し
た
。

特
に
、

曾
ま
つ
り
で
は
第

一
回
か

ら
参
加
さ
れ
、
大
雪
像

(札
税
時
計

台
な
ど
)
町
作
成
な
ど
、
お
お
い
に

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
L
P3

(e • 
新
緑
あ
ふ
れ
る

日
進
牧
場
に

預

託

牛

つ

ぎ

つ

ぎ

と

農
繁
期
を
前
に
、
五
月
十
五
日
、

新
緑
あ
ふ
れ
る
日
進
高
原
桜
範
牧
場

に
各
民
家
か
ら
牛
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ト

ラ
ッ
ク
で
運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。

岡
山
託
牛
は
受
付
後
、
番
号
札
を
つ

〕S
 
〔

四
つ
築
学
校
(
美
利
河
小
、

花
石

小
、
中
里
小
、
盟
国
小
)
の
学
校
び

ら
き
が
、
今
年
か
ら
豊
田
小
が
参
加

し
て
、
四
月
三
十
目
、
中
里
小
で
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
つ
築
学
校
は
複
式
の
ミ
ニ
校
だ

け
で
は
取
り
組
み
に
く
い
学
校
行
事

な
ど
を
合
同
で
実
施
す
る
も
の
で
、

見
学
逃
足
、
学
習
発
表
会
、
音
楽
、

体
育
の
授
業
な
ど
年
間
十
七
回
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
盟
凹
小
町
十
六
名
が
仲

間
入
り
し
、
災
利
河
小
の
山
村
留
学

生
が
新
た
に
九
名
加
わ
る
な
ど
し
て

一
挙
に
四
十
七
名
に
な
り
ま
し
た
。

け
ら
れ
た
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
牛

体
消
毒
、
肺
虫
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
投

与
、
妊
娠
鑑
定
な
ど
を
受
け
た
あ
と
、

牛
た
ち
は
広
々
と
し
た
牧
場
を
元
気

い
っ
ぱ
い
走
り
ま
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
預
託
料
は
一
目
、
十
四
ヶ
月

未
満
二
百
七
十
円
、
十
四
ヶ
月
以
上

三
百
三
十
円
、
十
月
中
頃
ま
で
預
託

さ
れ
ま
す
。
こ
の
固
ま
で
受
付
さ
れ

た
牛
は
二
百
六
十
七
顕
で
し
た
.

ク
リ
ー
ン
作
戦
展
開

私
た
ち
の
住
む
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

寸
揺
て
な
い
L

J

汚
さ
な
い
L

と
い
う
ル
ー
ル

を
守
り
、
お
互
い
巳
協
力
し
て
住
み
よ
い
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

-v 
出

一

総

一

は
・

一

で
た

一

会

し

内

ま

一

町
い

一

他

行
団

を
工
掃
h

商

清

一

、
の

朝
路
日
道
一

9

一

月

圏

一

4
公
一
で

，〆"

学
校
ぴ
ら
き
は

n
と
も
だ
ち
の
う

た
e

を
全
員
で
歌
う
こ
と
か
ら
は
じ

ま
り
、
児
童
代
表
の
馬
場
愛
さ
ん

(
中
里
小
六
年
)
が
「
今
年
か
ら
豊

田
小
が
加
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で

仲
良
く
、
楽
し
く
学
習
し
、
友
だ
ち

に
な
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、

一
年
生
と
転
入
生
が

一
人
ず
つ

「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
〈
お
願

い
し
ま
す
@
」
と
元
気
に
自
己
紹
介

し
、
音
楽
、
体
育
の
合
同
授
業
も
行

わ
れ
子
供
た
ち
も
す

っ
か
り
打
ち
解

け
て
い
ま
し
た
。• 

... 4月27目、函館土木現難所今金出張所では、町建位協

会の協力を得、道道の戸キカン 田ゴミ姶いを行いまし定



今
金
町
紹
介
ビ
デ
オ

放
映
さ
れ
る

六
月
十
二
日
(
金
)
午
前
六
時
か
ら
の

H
B
C
テ
レ
ビ
、

ニ
ュ
ー
ス
コ
l
ル
北
海
道
の
な
か
で
六
時
五
十
五
分
頃

に
ふ
る
さ
と
ピ
1

ア
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
で
今
金
町
紹
介
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

美利河海牛化石調査研究会 (会長 青山 進)では、このたび、ふるさ

と創生事業として、アメリカ、ワシントン D.Cにあるアーサ- .M・サ

ックラ一美術館内展覧会および世界最大の博物館施設であるスミソニア/

研究所の視察研修を行うことになりました。

研究会では、参加者を募集しています。(研究会会員または会員になろ

うとする方。 ただし今金町民に限る。)

研修WII聞は、平成4年 9月12日から平成4年 9月20日を予定しています。

参加希望のある方、くわしくお知りになりたい方は、下記までご連絡く

ださい。

参加者が多数の場合は選考委員会により、選考させていただきますこと

を、あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先、今金町教育委員会社会教育課

スミソニアン博物館調査研修事業参加者募集

寺崎まで

H2-2026 

6月30日まてや参加申L込み期限• • 
の9割|志、ちょっとした不注意
特に多い散布中の中毒一一

、農薬事故H
農業危害防止運動

。特に子どもやお年寄りなど、散布に関係のない人

が近づかないように気を配ることが大切です。ま

た、自分が浴びることのないよう風向きに注意し、

風下から散布Lないよう庄意しましょう。

0散布には風の強くない、朝夕の涼しい時間帯を選

び、作業は 2-3時間で交代しましょう。

0寝不足など、体調の優れないときの散布は控えて

ください。このほか、牒薬の袋などに記載されて

いる使用時期や使用回数、使用上司注意

に従い散布するようにしましょうJ毎年
散布しているから大丈夫」などといった、

慣れからくる不注意が一番危険です。

農業を営んでいる皆さん、農薬は正しくお使いで

すか。

農薬は、病害虫や雑草を防いだり作業量が減った

りするという便利さをもっ半面、使い方を誤れば、

人聞やその他的生物にとって有害なものとなってし

まう恐れもあります。ですから、農薬を使うときは、

扱う人的安全はもとより、作物や周辺の環境に対す

る安全などに十分配慮しなければなりません。

う
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
と
ま
り
ま
し
た
。

夕
食
は
、
ヨ
ロ
ソ
パ
り
ょ
う
理
で

し
た
。

そ
の
日
は
、
わ
た
し
の
た
ん
生
日

で
し
た
。
わ
た
し
は
、
す
ご
く
い
い

た
ん
生
日
を
む
か
え
ら
れ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

朝
は
、
九
歳
の
朝
と
お
も
い
ま
し

た
。
食
事
を
す
ま
せ
て
か
ら
ベ
ン
ン

ヨ
ン
を
出
ま
し
た
。
し
ゃ
し
ん
を
全

只
で
と
り
ま
し
た
。

今
度
は
、
ル
ス
ツ
に
行
き
ま
し
た
。

で
も
、
春
な
の
に
ベ
タ
ベ
タ
し
た
雪

が
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
ひ

ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ル
ス
ツ
の

乗
物
に
は
雪
が
つ
も
っ
て
い
て
の
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
お
父
さ
ん

が

「夏
休
み
の
附
れ
た
時
に
つ
れ
て

っ
て
や
る
日
と
い
っ
た
の
で
、
わ
た

し
は
、
夏
休
み
と
か
長
い
休
み
は
や

っ
ぱ
り
大
好
き
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
近
く
の
お
庖
で
ケ
ー

キ
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
お
み

や
げ
を
か
つ
て
帰
り
ま
し
た
。

ル
ス
ソ
で
遊
べ
な
か
っ
た
の
は
す

こ
し
ン
ヨ
ソ
ク
だ
け
ど
と
っ
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
よ
。
も
う

一
度
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ー
み
ん
怠
の
広
場
L

は
、

町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

消費者!: ~、おいしい安J~\ "を届けよう

近ごろは、季節を問わず野菜や果物が

食卓をにぎわせています。栽培技術などの進歩にも

よりますが、脱薬の効果も忘れることができません。

ところが最近、農作物への消費者の関心も高まり、

農薬の危険性について社会的に論議を呼んでいます。

しかL、現在受録されている農薬は、厳しい毒性

試験などをパスしたもので、安全性が確認されてい

ます。使用法を守れば決して危険なものではありま

せん。このことを一般的人に理解してもらうために

も、そして、消費者に、おいしい安心。を届けるた

めにも、農薬は正しく使いま Lょう 。

〕自〔

慣れからくる不注意ガ一番危険

ところが、農薬による中毒事故が毎

年発生しています。特に多いのが散布

中の事故です。

では、農薬町中毒事故はなぜ起こる

のでしょうか。事故の主な原因をみる

と、農薬を使う人のちょっとした不注k1ーからくる事

故が全体的約9割を占めています。 ということは、

気をつけてさえいれば事故の大半は防げるのです。

そこで、次に挙げるような占に注意し、農薬によ

る事故を防ぎましょう。

Oil長液を調撃 ・散布するときは、コ'ム手袋や牒業用

7 スク、保;誕メカ凶ネなどをしましょう。

OJ:2:薬は、カギなどのかかる安全な場所に保管する

ようにしましょう。また、使い残しの出ないよう 、

計画的に購入することも肝心です。

• • 俳
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君
主

忘
れ
な
い
で

児
童
手
当
の
現
況
届
け

児
古
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年

六
月
中
に
児
童
の
養
育
の
状
況
な
ど

を
篠
認
す
る
た
め
、
現
況
屈
を
旋
出

す
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

屈
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、
六
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
徒
出
し
て
く
だ
さ
い
.

〈
町
民
宿
祉
部
一
制
祉
係
}

火の元警報発令中

流
雪
溝
工
事
に
伴
う

交
通
止
め
に
協
力
を

旭
幸
綿
流
宙
滞
工
事
(自
下
都
市
庖

t'

一
五
屋
商
庖
問
)
の
た
め
、
五
月

下
旬
i
七
月
中
旬
ま
で
道
路
交
通
止

め
と
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

と
ご
不
使
を
か
け
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
建
設
課
土
木
係
〉

毎日が

コ
ム
博
へ

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

コ
ン
博
の
正
式
名
称
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル
ド
官
北
海
道

2
0
0
0
」
。
感
動
と
出
会
い
の
博

(町民福祉課衛生係 国保係)

横言舎を受けて明るい健康づくり

e月みんなの健

覧
会
を
キ
ヤ
ソ
チ
フ
レ
ズ
に
、
依

先
端
の
映
像
装
世
や
通
信
技
術
を
フ

ル
に
使

っ
た
情
報

・
通
信
を
テ

1
7

に
し
た
博
覧
会
で
す
。

コ
ム
博
円
前
売
り
券
に
つ
い
て
全

道
内
各
町
村
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
コ
ム
博
の

見
学
を
計
画
、
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
得
な
「
前
売
り
券
」
の
購
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
コ
ム
博
開
催
期
間
平
成
四
年
六

月
二
十
七
日

i
八
月
二
十
三
日

マ
会
場
月
寒
グ
リ
ー
ン
ド

l
ム

と
そ
の
周
辺

守
前
売
り
券
取
扱
窓
口
企
画
調
整
課

マ
前
売
り
券
取
扱
期
間
平
成
四
年

四
月

一
日
1
六
月
二
十
六
日

コミュニケーションワールド
'92北海道2000の入場料金

区 分 前売 当 日

一般大学生 1，600円 2，000円

中 ・高校生 1，200円 1，500円

学 生 800円 1，000円
」

• • 
J<x ，，><>0<)丸内ぐv¥

手 ・危い.グ

立…つけて
111瞳用の用排水が5月から

f車用かいしになりましたので、

幼児童の事故のないよう+骨

気をつけま Lょう. 、

今金土地改良区 2

x 

山
菜
採
り
事
故
防
止

六
月
に
は
い
る
と
今
金
町
向
山
々

で
は
山
菜
採
り
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、

春
山
に
は

7
?
の
出
没
な
ど
、
書
に

危
険
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
行
先
と
帰
宅
時
間
を
家
族
や
知

人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

。
山
に
は
絶
対
に
一
人
で
出
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

口
出
か
け
る
と
き
に
は
、
万
が
一

の
た
め
に
赤
平
賀
色
な
ど
の
目
立

つ
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

O

山
中
で
は
山
菜
掠
り
に
夢
中
に

な
り
方
向
を
見
失
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
仲
間
同
士
で
声
を
か

け
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を
昨
刊

誌
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

O

今
金
町
内
山
に
は
ク
7

が
多
数

生
息
し
て
い
ま
す
.
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
で

7
7
防
止
に
心
が
け
ま
し

与
み
、
吋
ノ
。

〈北
桧
山
警
察
署
}

社会福祉協議会だより
4. 5. 10 

※光の皇学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとっございました。

(敬称略)

〈札 幌 市〉 山 内 進

4竜 坪 光 男 鈴 木 貞

〈函館 市〉 官 野 勇 夫

佐 藤 勇 治 奈 良 栄 子

岸 技 金 弥 〈今金町〉

浜 西 信 義 相川神霊院今金教院

く江差 町〉 大 倉 啓太郎

野 崎 義 種川小学校児童会

〈ニセコ町〉 川原ふ と ん庖

柳 田 虫目 滝 坪 芋 fr 
〈北櫓山町〉 鈴 木 忠

楠山北高校家庭クラブ 犬 塚 アサ子

尾 野 輝 吉 金 沢 竹次郎

信
号
機
新
設

川
崎
ス
ト
ア
ー
横
交
差
点

道
々
八
雲
今
金
線
と
町
道
中
央
線

の
交
差
点
(
川
崎
ス
ト
ア
ー
横
)
に

信
号
機
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
差
占
は
交
通
誌
も
多
く
出

会
い
頭
内
事
放
が
多
発
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
、
設
置
を
働
き
か
け
て
い
た

も
の
で
す
。

• • 
六
月
は
虫
歯

予
防
月
間

六
月
は
虫
歯
予
防
月
間
で
す
。

あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か
?
町

で
は
一
歳
六
ヵ
月
児
検
診
、
一
二
歳
児

検
診
時
に
歯
科
検
診
も
合
わ
せ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

一
歳
六
ヵ
月
児
検
診
で
は
四
十
七

名
中
十
一
一
名
、
二
十
五
五
%
の
子

供
が
虫
歯
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

一
人
あ
た
り
の
虫
歯
肉
数
は

一
本
で

し
た
。ま
た
、
三
歳
児
検
診
で
は
七
十
五

名
中
五
十
四
名
、
七
十
二
%
の
子
供

〈虫歯にかかっている割合的比較〉

~今金町

rn全遭
l歳6ヵ月
児健鈴

に
虫
歯
が
み
ら
れ
、
一
人
あ
た
り
の

虫
歯
肉
数
は
五
一
本
で
す
。

一
歳
六
ヵ
月
か
ら
三
歳
ま
で
に
虫

歯
が
=
一
倍
以
上
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
全
道
と
比
べ
る
と
(
グ
ラ

フ
参
照
)
一
歳
六
ヵ
月
児
で
は
今
金

は
二
倍
、
三
歳
児
で
も
虫
歯
に
か
か

っ
て
い

る
割
合
、

一
人
あ
た
り
の
虫

歯
肉
本
数
と
も
に
全
道
を
上
回

っ
て

お
り
、
今
金
町
内
幼
児
は
、
虫
歯
に

か
か
る
時
期
が
早
く
、
虫
歯
の
子
が

多
い
と
言
え
ま
す
.

今
月
は
歯
科
検
診
が
あ
り
ま
す。

虫
歯
を
予
防
す
る
フ
y
紫
塗
布
や
虫

歯
肉
進
行
を
止
め
る
薬
の
塗
布
も
行

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
赴
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係

・
国
保
係
}

< 1人あたりの虫歯の本数の比較〉

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

l日伺}

B目伺}
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 15日伺l 10: 00-15∞ 全地区 保健指導、健康相談

22日明l
センター

29日間

② 脳卒中機能訓練 脳卒中後遺障者 4日同 9 : 00- " 
町民

機能訓練
センター

③ 事L 児 棺 談
生後

4日同
受付時間

" " 保健指導、健康相談6、 9ヶ月児 13: 00-13 : 30 

④ 妊 娠 相 談 妊婦の方 9日例
受付時間

" " 
尿検査、血液検査、歯科指

12: 45-13 : 15 導、助産婦指導

l歳~
16日例 衛生指導、検診、染めだし、

⑤ 歯 科 検 診 8 : 45- " " プラッンング指導、フッソ就学前幼児
17日刷 塗布、虫歯進行止め

⑥ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 18日同
受付時間

" " 保健指導、健康相談9 : 3日-10:00 

⑦ 手L 児 検 診
生後 4、 7、

18日開
受付時間

" " 
身体計測、医師診察、歯科

10、 12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指導、栄養指導、健康指導

@ 股 脱 継 診
生後 2ヶ月と

22日明} 13: 00-14 : 00 " 
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 保健所

⑨ 無医地区巡回診療 全 住 民 23日ω 受付時間 " 
町民

診療科目、整形外科
14: 30-15: 00 センター

24日同 8 ∞-17: 00 
老人福祉 24日・ 25日については、先

⑩ 頭 の 検 診 全 住 民 25日同 8 : 00-17 : 00 " 
26日幽 8 : 00-15 : 00 

センター 着40名、 26日は、 30名

5 (本)
1人あたりの虫歯債の
本数

3 2 

'.6ヵ月
児健診

I
 
B
 
--

毎日が火の元警報発令中

5月13目、今金幼稚園児が母親と
渡り相めをし まLた。

〕-1
 
〔



J SJ ず耳』ゃあ日君B月の休日当番匿

カ
ラ
オ
ケ
で

島
牧
と
交
流

，'!b叶
(北檎山)ft④5321

(今金)ft@0324 

(今金)ft@0221 

(瀬棚)ft⑦3021

北槍山町国保病院

院

21日今金町国保病院

医回
出

昌

7日

14日

院病崎楢28日

し|
や令令 住民の動態 令令令

4月末現在

前月対比

( +28) 

( +31) 

( +28) 

7，641人

3，712人

3，929人

2，492世帯

人

男

女

世帯数

口

~おたんじようおめでとう

川崎景品¥ 4月10日(秀夫弘長男)雪よ三

町河雀羅¥ 4月21日(正美江長男)大和町

阿部暑乏芥¥ 4月22日(勉 弘長男)寒昇
たいご

田中 太悟旬、 5月l日(正摘さん 2男)高美町
わか命

中山 稚菜"~I.- 5月4日(秀悦三長女)神丘高古

狭間諮入、 5月11日(裕三長男)日の出町
垣本尖合な 5月12日(幸治三長男)緑町

(札幌市)
(八雲町)

(南町)

("刷町)

固いつまでもおしあわせに
%佐藤 茂則さん(上田代) ~山下奈津重さん

予f兵藤国春江(栄町)~戸固まゆみな
%野宮浩ーさん(緑町)~北舘明美江
%中川 賢ーさん(緑町) ~小嶋かおり さん

住吉

末広町

高美町

旭町

大和町
八束宝田

上花右

上花石

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

8
9
1
7
3
9
3
2
 

9
白

弓

t
o
O

勺'
n
b

勺，。。ヴ
4

置おくやみもうしあげます
渡溢 英子さん 4月21日

和田キヨ:-A.， 4月23日
越後ヤナ三 4月24日
高畑正雄三 4月26日

笹原正夫な 5月3日
久ヶ津ヨシ江 5月10目
黒坂今刷松江 5月17日
今野はるよさん 5月22日

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
耐
②
G
a
i
a
-
1
番

ぐ

すずめ会

町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
で
つ
く

る
今
金
カ
ラ
オ
ケ
す
ず
め
会
(
会
長

吉
田
優
会
員
十
六
名
)
で
は
、

島
牧
村
町
本
目
カ
ラ
オ
ケ
会
と
趣
味

を
通
し
た
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

五
月
二
日
に
は
、
島
牧
か
ら
十
=
一

名
を
迎
え
て
館
田
楽
器
カ
ラ
オ
ケ
ス

タ
ジ
オ
に
お
い
て
、
三
回
目
的
交
流

会
を
行
い
、
互
い
に
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
会
は
歌
を
楽
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う
で
、
新
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
吉
田
優
さ
ん
ま
で

宮
②
1
1
9
0
3

〕2
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編
一集
一後
-記

マ
皆
さ
ん
連
休
は
ど
の
よ
う
に
過
-」

し
ま
し
た
か
。
今
年
は
、
休
み
が
少

な
く
、
天
候
も
不
順
だ
っ
た
の
で
何

と
な
く
物
足
り
な
き
を
感
じ
た
方
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
最
近
、
街
の
中
を
車
で
走
っ
て
い

る
と
、
町
花
チ
ュ

l
リ
y
プ
が
ず
い

よ
ん
と
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
街
路
樹
の
下
、
公
園
町
花
壇
、

各
家
の
ま
わ
り
な
ど
、
チ

ュ
l
リ
ソ

プ
を
植
え
、
楽
し
む
方
が
増
え
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

マ
六
月
は
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
が
、
充
分
注
意
し
て
入
山
し
て
く

だ
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


